




























 届出に係る取り扱いについて（清荒神参道地区）  

※基本的な取り扱いを示しています。ご不明点等は担当者にお問い合わせください。 

 
建築物の色彩に係る規制（景観計画特定地区）                                    
【対象について】 
■ 対象は、建築基準法第 2 条第 1 項に規定する建築物における外壁部分及び屋根部分の全てです。 
※ カーポートや駐輪場、物置等の小規模な建築物にも基準が適用されます。 

■ 以下の部分についても基準の対象となりますので、マンセル値をご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
【数値基準について】 
■ 屋根及び外壁の色彩における「周辺環境と調和した落ち着きのあるもの」とは、景観計画におけ

る景観形成基準（【別紙】参照）及び清荒神参道地区景観計画特定地区における「景観形成基準等
の解説」に準ずるものとします。 

■ 立面図又はパース等に外壁部分及び屋根部分のマンセル値を全て記載してください。 
 ■ 同一建築物において複数の色彩を採用する場合については、立面図等への着色又はハッチ等の記

載によって、各色彩の着色範囲を明示してください。 
 
【色彩基準の適用除外】 

■ 木材やガラス、漆喰等の自然素材については、無着色のもののみ適用除外となります。 
■ 木調のプリントは適用除外となりませんので、マンセル値をご確認ください。 
■ 見付面積の 1/4 以内となる部分の算定について 
・見付面積の算定は合算ではなく、各壁面それぞれで 1/4 以内となるようにしてください。 
・ルーバー部分の見付面積は面として算定し、部材間についてもルーバーがあるものと見なしま
す。 

 
【大きな壁面を有する建築物について】 
■ 「大きな壁面を有する建築物」とは、長辺約 31ｍ・短辺約 10ｍを超えるものを目安とします。 

 

「外壁部分」に含まれるもの（一例） 
・バルコニー腰壁 
・ルーバー 
・車庫のシャッター 
・カーポートや駐輪場の柱 

「屋根部分」に含まれるもの（一例） 
・陸屋根 
・太陽光パネル 
・カーポートや駐輪場の屋根 
 



宝塚市景観計画 2012.11（抜粋） 

山麓部市街地地域の景観形成基準 
 

景観形成基準【建築物の建築等】 

屋根及び外壁の色彩 １ 外壁、屋根など外観に使用する明度・彩度は、下表

マンセル表色系による数値の範囲内とする。（無着色

の木材、石材、漆喰、レンガ、ガラスなどを使用する

部分及び各壁面の見付面積の４分の１以下の部分は除

く） 

 屋 根 外 壁 

色 相   
明度 

(以下) 
彩度 

(以下) 
明度 

彩度 

(以下) 

N 8 程度  

3～8.5 

 

R 

6 程度 

4 4（*1） 

YR 6 4（*1） 

Y 4 4 

その他 2 2 

（*1） 第１種低層住居専用地域以外の地域は6まで緩和する 

２ 外壁色の明度は、できる限り6～8とする。 

  大きな壁面を有する建築物の外壁色の明度は、6～8
を遵守する。 

 

 




